
答辞 

 桜の蕾も色づき始め、暖かい春の光が降り注ぐ今日この佳き日に、私達三百十三名は卒業の日

を迎えました。本日は、私達のために晴れやかな慶びの会を挙行してくださり、ありがとうござ

います。 

 悠久だと思っていた高校生活は、一瞬のうちに過ぎ去ってしまいました。三年前、ひたむきな

努力の結果、私達は柏中央高校に入学しました。合格発表日の喜びの後、制服を羽織り、採寸を

したり、通学バック、パソコンの購入をしたりするなど、入学のための準備を行いました。そし

て迎えた入学式。緊張や不安を覚え、己の行動を慎む大切さを感じながらも、これから始まる高

校生活に希望を抱き、早くも翔け出しそうになりました。 

 授業や部活動がある日常に慣れ始め、生活が安泰した頃、初めての全校行事、球技祭がありま

した。バレーボールとドッジボールの二種目が行われ、初夏の爽やかな青空の下、熱戦を繰り広

げました。仲間との親睦が深まり、高校へ来ることが楽しみだと思えるようになりました。 

 また、初めての考査を終えた後、校外学習で成田ゆめ牧場へ行きました。飯盒炊飯でカレーラ

イスを作ったり、牧場内で動物にエサをあげたり、アーチェリーや芝滑りなどで体を動かしたり。

楽しい一日を過ごしました。 

 そして、夜空では織姫と彦星が出逢う七月。文化祭の準備が始まりました。自分達でゼロから

創るという経験は初めてであり、高校生としての自由さを改めて実感しました。クラス全員で協

力し作り上げた企画はとても面白く、またおそろいのクラス T シャツを着たことも良い思い出と

なりました。 

 一息つく間もなく、体育祭が行われました。一学年五種目の構成となっており、四色に分かれ

て闘いました。太陽が朱く晃々と輝く中、どの競技も白熱しており、あの盛り上がりは今でも忘

れられません。 

 銀杏の樹が色づき始め、涼しくなってきた十一月。小中学校や保育園へインターンシップへ行

きました。小さい子どもたちと接するという機会はこれまでにあまりなく、初めて「先生」と呼

ばれることに気恥ずかしさを覚えながらも、自分の将来を考えるための、良い経験を積むことが

できました。 

 菜の花と菫が咲き誇り、その香りが漂い始めた四月。早くも二年生になりました。変化した環

境にも馴染み、時が経つに比例するかのように新たな仲間とも打ち解け始めた五月、校外学習で

横浜散策をしました。横浜中華街、ラーメン博物館、赤レンガ倉庫、ランドマークタワー。様々

な観光スポットを巡りました。横浜の料理はどれもおいしく、高所からの一望千里な景色はとて

も美しかったです。 

 向日葵の蕾が開き始めた六月のある日、アメリカから留学生が突然やってきました。彼女は明

るく、陽気な性格で、授業だけでなく部活動にも参加しました。彼女の行動力や、英語力に私達

は惹かれました。そのような彼女におくれを取らないように、夏休みはオープンキャンパスに行

ったり、留学に行ったりして、充実した生活を送りました。 

 そして迎えた十一月。高校生活最大のイベントである修学旅行。日本唯一の亜熱帯気候、そし

て日本列島最南である沖縄県へ行きました。那覇を目指し、弾む足音、飛び交う笑い声。気分の

高まりを感じながら始まった四日間は、まるでおとぎ話のようでした。一日目は、平和祈念公園



を訪れたり、現地の方のお話を聞きながらガマへ入豪したりした平和学習。戦争の悲惨さを改め

て感じるとともに、もう二度と同じ歴史を繰り返さないことを誓い、舜日のような日々を送りた

いと願いました。二日目は、クラスごとに分かれて沖縄を散策しました。アメリカンビレッジや

古宇利島、ビオスの丘などを訪れ、沖縄グルメを堪能したり、蒼色の綺麗な景色を楽しんだりし

ました。三日目、午前中は二つのグループに分かれ、体験学習を行いました。照りつける眩い日

差し、琉璃色に澄んだ海、潮の香りを運ぶ清々しい風。マリンスポーツでは、それらを全身で感

じながらバナナボートに乗ったり、ビーチバレーをしたりと、修学旅行ならではのお祭り騒ぎを

し、笑い声が海辺に広がりました。一方、和やかな雰囲気に包まれた文化体験では、すべすべと

したイルカとの触れ合いや、貝殻や砂を使用してのシーキャンドルとサンゴ風鈴を作り、沖縄の

海の様々な楽しみ方を知りました。おなかも心もぽかぽかになった午後、美ら海水族館を訪れま

した。どこを見ても人間の頭、体、スマートフォン。仰ぎ見ると、魚たちがゆうゆうと泳いでお

り羨ましく思いました。最終日は国際通りでの散策でした。色とりどりに輝くブルーシールのア

イスクリーム、いたるところで私たちを見守るシーサー、目に映るもの全てが新鮮でどこか懐か

しさを感じました。夜ご飯でバーベキューや魚介など海の幸を楽しんだこと、沖縄限定の衣服や

ハイビスカスの髪飾りを身に着けたこと、部屋でお菓子パーティーやお喋りをしたこと、夜空に

冴えわたった北斗七星を見たこと。友達と紬いだ四日間は忘れられない思い出になり、ふとこの

物語を振り返ると、煌めいたページが次から次へと飛び込んできます。 

 茉莉花の芽が出始めた三月。光耀の中に包まれた先輩方がいました。お世話になった先輩との

別れに、仲間の潤んだ瞳には、悲しみと不安が浮かんでいました。それと同時に、精神的な自律

を意識し始めました。あの日からもう、一年。日常茶飯事だった出来事も、思い返すと楽しい思

い出の日々です。 

 この一年間、校外学習では劇団四季「美女と野獣」の鑑賞、現地やスマートフォンの前で応援

した野球部の試合、それぞれの部活動の最後の大会。そして、最後の行事たち。文化祭での A 組

二冠達成、体育祭での熱戦の末手にした青組の勝利、新しい試みで成し遂げた球技祭。また、こ

の一年を語るうえで欠かせない理想の進路の実現へ向けた努力。梨がゆっくり時間をかけて熟す

ように、積み重ねた努力が結果に繋がりました。これだけではありません。トウキョウサンショ

ウウオの生育、調理実習、購買へ走った昼休み、汗を流し、仲間と結束を深めた部活動、意見を

交わし、より良い学校づくりに励んだ生徒会活動、夕日に照らされた教室で勉強をした放課後、

友人と語り合った帰り道の玲瓏たる月明かり。思い出は星の数ほどになりました。そのどれもが

まるで昨日の出来事のように感じます。 

 私達はこの聖なる学び舎、柏中央高校で様々なことを経験し、ともに佑けあい、励ましあえる

仲間に恵まれました。たくさん話して笑って過ごした日々はかけがえのないもの、乃ち、私たち

の宝物となりました。華やかで倖せな高校生活を一緒に作ってくれてありがとう。そして、この

ような高校生活は、勉強や部活動でのサポート、お弁当作りや様々な必要なものの用意など、い

つも仁愛の心を持って支えてくれた家族がいたから成り立ちました。本当にありがとうございま

した。そして、私達の身近な存在であった先生方。勉強でもそれ以外でも様々な理智や怜さを授

けてくださいました。また、時に人生の先輩として私たちに真っ直ぐ向き合い、澪標のように私

たちが向かうべき所を示してくださり、時に友人のように色々な話を聞いてくださりました。本



当にありがとうございました。この三年間で磨いた力を生かし、人生の意義を尋ねられた時に、

胸を張って答えられるように人生を歩んでいきます。 

 これから、私たちの壮大な夢を叶えるための挑戦が始まります。たとえその道が遥か遠く、険

しいものであっても、これから奏でられる音楽がもたらす勇気と優しさを忘れず、惇実な心を持

ち、羚羊のごとく俊敏に、龍のごとく翼を広げ突き進んでいきます。千変万化な世の中ですが、

この三年間で学んだ哲理を活かし、私達それぞれの「正解」を探し、唯一無二の人生を切り拓く

べく、遼かなる未来へと歩み続けていきます。 

 最後となりますが、皆様のご健康と柏中央高校の益々のご発展を心より祈念し、答辞とさせて

いただきます。 

                                 卒業生代表 泉穂霞 


